
この本は，学習ページ（各４P）と仕上げページ（各1P），巻末付録で構成されています。
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次の1次関数のグラフをかきましょう。
⑴　y＝ 2―3 x－3 ⑵　y＝－2x＋3

⑴　y＝ 2―3 x－3のグラフは，比例のグラフである

をy軸の正の方向に－3，つまり，

y軸の負の方向に 平行移動したものです。

y＝ 2―3 x－3のグラフを右の図にかいてみましょ
う。
⑵　傾きと切片から，y＝－2x＋3のグラフであ
る直線をかく方法を考えてみましょう。
直線の傾きは，1次関数の変化の割合と等しく，

切片は直線と との交点のy座標を表すので，y軸上に点（0， ）を

とり，その点からx軸の正の方向に ，y軸の負の方向に 移動した点

を通る直線をひきます。右の図に直線y＝－2x＋3をかいてみましょう。

xの変域が，－2≦x≦3のとき，次の1次関数のyの変域を求めましょう。
⑴　y＝ 2―3 x－3 ⑵　y＝－2x＋3

⑴　y＝ 2―3 x－3のグラフは右上がりの直線で，xが大きいほどyは大きくなります。

x＝－2のとき，y＝ ，x＝3のとき，y＝ だから，

yの変域は です。

⑵　y＝－2x＋3のグラフは右下がりの直線で，xが大きいほどyは小さくなります。

x＝－2のとき，y＝ ，x＝3のとき，y＝ だから，

yの変域は です。

※　1次関数の変域を求めるときには，そのグラフが右上がりの直線なのか，右下がり
の直線なのかを考えてから，求めましょう。
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関数の変域…yがxの関数であり，xの値が変化できる範囲があるとき，xの値の範囲をxの変域，x

の変域によって決まるyの値の範囲をyの変域という。

空所をうめよう

1次関数y＝ax＋bのグラフは，比例のグラフy＝axを，y軸の正の方向にb平行移動した直線にな
る。この直線を，直線y＝ax＋bといい，aを直線の傾き，bを切片という。

空所をうめよう

学習日　　　／　　　1次関数の基礎

1-2 1次関数のグラフと変域
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Q 3 練習しよう

□⑴　右の図1の㋐は，比例のグラフです。
□①　㋐のグラフの式を求めましょう。

 〔　　　　　　　　〕
□②　㋐のグラフを，y軸の正の方向に2平行移動した

グラフをかき，その式を答えましょう。

 〔　　　　　　　　〕
□③　㋐のグラフを，y軸の負の方向に2平行移動した

グラフをかき，その式を答えましょう。

 〔　　　　　　　　〕
□⑵　次の1次関数のグラフを，右の図2にかきましょう。
□①　y＝x＋5

□②　y＝ 1―2 x－3

□③　y＝－x＋5

□④　y＝－ 3―4 x－3

□⑶　次の問いに答えましょう。
□①　⑵②のy＝ 1―2 x－3のグラフ上の点で，x座標が12である点のy座標を求めましょう。

また，y座標が－9である点のx座標を求めましょう。
 y座標〔　　　　　　〕　x座標〔　　　　　　〕
□②　⑵④のy＝－ 3―4 x－3のグラフ上の点で，x座標が－10である点のy座標を求めましょ

う。また，y座標が5である点のx座標を求めましょう。
 y座標〔　　　　　　〕　x座標〔　　　　　　〕

 ⑶　グラフの式に，座標の値を代入しよう。

□⑴　1次関数y＝2x－6において，xの変域が次のときのyの変域を求めましょう。
□①　3≦x≦6 □②　－5≦x≦8

 〔　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　〕
□⑵　xの変域が－8≦x≦1のとき，次の1次関数のyの変域を求めましょう。
□①　y＝ 1―4 x＋2 □②　y＝－5x＋3

 〔　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　〕
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Q 4 練習しよう

1次関数のグラフは直線になることを知り，グラフのかき方を学習します。

また，1次関数の変域について，変化の割合が正のときと負のときとのちがいを理解しましょう。
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燃えているろうそくがあり，
ある時点の長さは8cmでした。
右の表は，その後，1分ごとにろうそくの長さをはかったもので，ある時点からx分後の
ろうそくの長さをycmとします。xの値の変化に対するyの値の変化のようすを調べて
みましょう。

表を見ると，ろうそくは1分間に cmずつ短くなっています。

このことから，yをxの式で表すと， となります。

yがxの 次式で表されるとき，yはxの であるといいます。

ある時点から10分後，つまりx＝ のときのyの値は，y＝ です。

また，ある時点より5分前，つまりx＝ のときのyの値は，y＝ です。

yがxに比例する関数の式は，y＝axです。これは，y＝ax＋bの式でb＝0のとき
を表しているので，yがxに比例する関数は，1次関数の特別な場合です。

1次関数y＝－2x＋3で，xが次のように変化したときの変化の割合を求めましょう。
⑴　x＝1からx＝4 ⑵　x＝－5からx＝2

変化の割合＝ 　を計算します。

⑴　xの増加量は， － ＝

x＝1のとき，y＝ ，x＝4のとき，y＝ だから，yの増加量は，

－ ＝ 　　よって，変化の割合は， ＝

⑵　⑴と同じように計算すると，xの増加量＝ ，yの増加量＝ より，

変化の割合＝ となり，1次関数の変化の割合は等しくなります。

1次関数…yがxの関数で，yがxの1次式で表されるとき，yはxの1次関数であるという。
yはxの1次関数 ⇄ y＝ax＋b（a，bは定数，ただし，a＝\ 0）

空所をうめよう

2
1次関数の変化の割合…yがxの関数であるとき，xの増加量に対するyの増加量の割合を，変化の割

合という。1次関数y＝ax＋bの変化の割合は一定で，aの値に等しい。

空所をうめよう

1 x 0 1 2 3 4
y 8 7.5 7 6.5 6

学習日　　　／　　　1次関数の基礎

1-1 1次関数の式と変化の割合
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□⑴　次のア～オのxとyの関係のうち，yがxの1次関数であるものをすべて選びましょう。
ア　水が10L入った水そうから，1分間に2Lの割合で水をぬいていくとき，x分後に水そ
うに入っている水の量をyLとする。

イ　水が10L入っている水そうから一定の割合で水をぬいて，からにするとき，x分間でか
らになるときの1分間にぬく水の量をyLとする。

ウ　10kmの道のりのうち，xkm歩いたときの残りの道のりをykmとする。
エ　10kmの道のりを，時速xkmで歩いたときにかかる時間をy時間とする。
オ　時速xkmで4時間歩いたときの道のりをykmとする。

 〔　　　　　　　　〕
□⑵　1次関数y＝4x＋5において，x＝3のときのyの値を求めましょう。

また，y＝－3となるxの値を求めましょう。

 y〔　　　　　　〕　x〔　　　　　　〕
□⑶　1次関数y＝－5―3 x＋1において，x＝－6のときのyの値を求めましょう。

また，y＝5となるxの値を求めましょう。

 y〔　　　　　　〕　x〔　　　　　　〕

□⑴　1次関数y＝－3x＋1があります。
□①　x＝－2のときのyの値と，x＝5のときのyの値を求めましょう。

 x＝－2〔　　　　　　〕　x＝5〔　　　　　　〕
□②　xが－2から5まで増加したときの変化の割合を求めましょう。

 〔　　　　　　〕
□⑵　1次関数y＝x＋3で，xが3増加したときのyの増加量を求めましょう。

 〔　　　　　　〕
□⑶　1次関数y＝－ 7―4 x＋ 3―2で，xが8増加したときのyの増加量を求めましょう。

 〔　　　　　　〕
□⑷　1次関数y＝ax－7で，xが2増加するときのyの増加量が4のとき，aの値を求めま

しょう。

 〔a＝　　　　　　〕

Q 2 練習しよう

Q 1 練習しよう

yがxの1次関数であるとき，yはxの1次式y＝ax＋bで表されることを学習します。

また，関数の変化の割合について知り，1次関数の変化の割合は一定であることを学習します。

この本の使い方

26

1-1. 次の問いに答えなさい。
□⑴　次のア～エについて，yがxの 1次関数であるものは○，そうでないものは×の記号を答
えなさい。
ア　100gの容器に1個4gのおはじきをx個入れると，容器全体の重さはygである。
イ　100cmのひもから4cm切り取り，残りをx本に等しく分けると，1本はycmになる。
ウ　100m3の直方体の辺の長さを調べたら，縦は4m，横はxm，高さはymであった。
エ　100km先の目的地まで行くのに，時速xkmで4時間走ったので，残りはykmになった。

 ア〔　　　　　〕　イ〔　　　　　〕　ウ〔　　　　　〕　エ〔　　　　　〕
□⑵　1次関数y＝－3x＋7について，次の①，②を求めなさい。
□①　x＝5のときのyの値 □②　y＝－2となるxの値

 〔　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　〕
□⑶　1次関数y＝ax＋1について，xが－3から5まで増加するときのyの増加量は6です。

このとき，aの値を求めなさい。

 〔a＝　　　　　　　　〕
1-2. 次の問いに答えなさい。
□⑴　右の図の㋐～㋓の中に，y＝－ 1─3 x－7のグラフがあります。

それはどれですか。1つ選び，記号で答えなさい。

 〔　　　　　〕

□⑵　右の図に，次の①，②のグラフをかき，傾きと切片を答えなさい。
□①　y＝－2x＋3

傾き〔　　　　　〕　切片〔　　　　　〕

□②　y＝ 1─4 x－4

傾き〔　　　　　〕　切片〔　　　　　〕

□⑶　次の①，②の関数で，xの変域が［　　］のようであるとき，yの変域を求めなさい。
□①　y＝ 5─2 x＋1　［－4≦x≦10］ □②　y＝－3x－5　［－3≦x≦－1］

 〔　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　〕
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１ 学習する単元の重要事項を確かめます。

学習する内容を例題の形で示しています。

と同じ番号の問題を解きましょう。
はやや発展的な問題です。

Q 練習しよう  の問題が解けるようになっているかチェックします。

全国の公立高校の入試問題のうち，
毎年必ず出題される問題を中心に収録しています。
各単元の学習を終えたあとに取り組んでみましょう。

覚える内容や問題を解くコツをまとめています。

 の解き方をまとめています。
には数や式， には語句や記号を書きましょう。

３ 単元の学習を終えたら，仕上げページに取り組みます。

２ 　  に対応する問題に取り組みます。１
Q 練習しよう

つなげよう！　入試にチャレンジ
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燃えているろうそくがあり，
ある時点の長さは8cmでした。
右の表は，その後，1分ごとにろうそくの長さをはかったもので，ある時点からx分後の
ろうそくの長さをycmとします。xの値の変化に対するyの値の変化のようすを調べて
みましょう。

表を見ると，ろうそくは1分間に cmずつ短くなっています。

このことから，yをxの式で表すと， となります。

yがxの 次式で表されるとき，yはxの であるといいます。

ある時点から10分後，つまりx＝ のときのyの値は，y＝ です。

また，ある時点より5分前，つまりx＝ のときのyの値は，y＝ です。

yがxに比例する関数の式は，y＝axです。これは，y＝ax＋bの式でb＝0のとき
を表しているので，yがxに比例する関数は，1次関数の特別な場合です。

1次関数y＝－2x＋3で，xが次のように変化したときの変化の割合を求めましょう。
⑴　x＝1からx＝4 ⑵　x＝－5からx＝2

変化の割合＝ 　を計算します。

⑴　xの増加量は， － ＝

x＝1のとき，y＝ ，x＝4のとき，y＝ だから，yの増加量は，

－ ＝ 　　よって，変化の割合は， ＝

⑵　⑴と同じように計算すると，xの増加量＝ ，yの増加量＝ より，

変化の割合＝ となり，1次関数の変化の割合は等しくなります。

1次関数…yがxの関数で，yがxの1次式で表されるとき，yはxの1次関数であるという。
yはxの1次関数 ⇄ y＝ax＋b（a，bは定数，ただし，a＝\ 0）

空所をうめよう

2
1次関数の変化の割合…yがxの関数であるとき，xの増加量に対するyの増加量の割合を，変化の割

合という。1次関数y＝ax＋bの変化の割合は一定で，aの値に等しい。

空所をうめよう
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y 8 7.5 7 6.5 6
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1-1 1次関数の式と変化の割合
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□⑴　次のア～オのxとyの関係のうち，yがxの1次関数であるものをすべて選びましょう。
ア　水が10L入った水そうから，1分間に2Lの割合で水をぬいていくとき，x分後に水そ
うに入っている水の量をyLとする。

イ　水が10L入っている水そうから一定の割合で水をぬいて，からにするとき，x分間でか
らになるときの1分間にぬく水の量をyLとする。

ウ　10kmの道のりのうち，xkm歩いたときの残りの道のりをykmとする。
エ　10kmの道のりを，時速xkmで歩いたときにかかる時間をy時間とする。
オ　時速xkmで4時間歩いたときの道のりをykmとする。

 〔　　　　　　　　〕
□⑵　1次関数y＝4x＋5において，x＝3のときのyの値を求めましょう。

また，y＝－3となるxの値を求めましょう。

 y〔　　　　　　〕　x〔　　　　　　〕
□⑶　1次関数y＝－5―3 x＋1において，x＝－6のときのyの値を求めましょう。

また，y＝5となるxの値を求めましょう。

 y〔　　　　　　〕　x〔　　　　　　〕

□⑴　1次関数y＝－3x＋1があります。
□①　x＝－2のときのyの値と，x＝5のときのyの値を求めましょう。

 x＝－2〔　　　　　　〕　x＝5〔　　　　　　〕
□②　xが－2から5まで増加したときの変化の割合を求めましょう。

 〔　　　　　　〕
□⑵　1次関数y＝x＋3で，xが3増加したときのyの増加量を求めましょう。

 〔　　　　　　〕
□⑶　1次関数y＝－ 7―4 x＋ 3―2で，xが8増加したときのyの増加量を求めましょう。

 〔　　　　　　〕
□⑷　1次関数y＝ax－7で，xが2増加するときのyの増加量が4のとき，aの値を求めま

しょう。

 〔a＝　　　　　　〕

Q 2 練習しよう

Q 1 練習しよう

yがxの1次関数であるとき，yはxの1次式y＝ax＋bで表されることを学習します。

また，関数の変化の割合について知り，1次関数の変化の割合は一定であることを学習します。
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次の1次関数のグラフをかきましょう。
⑴　y＝ 2―3 x－3 ⑵　y＝－2x＋3

⑴　y＝ 2―3 x－3のグラフは，比例のグラフである

をy軸の正の方向に－3，つまり，

y軸の負の方向に 平行移動したものです。

y＝ 2―3 x－3のグラフを右の図にかいてみましょ
う。
⑵　傾きと切片から，y＝－2x＋3のグラフであ
る直線をかく方法を考えてみましょう。
直線の傾きは，1次関数の変化の割合と等しく，

切片は直線と との交点のy座標を表すので，y軸上に点（0， ）を

とり，その点からx軸の正の方向に ，y軸の負の方向に 移動した点

を通る直線をひきます。右の図に直線y＝－2x＋3をかいてみましょう。

xの変域が，－2≦x≦3のとき，次の1次関数のyの変域を求めましょう。
⑴　y＝ 2―3 x－3 ⑵　y＝－2x＋3

⑴　y＝ 2―3 x－3のグラフは右上がりの直線で，xが大きいほどyは大きくなります。

x＝－2のとき，y＝ ，x＝3のとき，y＝ だから，

yの変域は です。

⑵　y＝－2x＋3のグラフは右下がりの直線で，xが大きいほどyは小さくなります。

x＝－2のとき，y＝ ，x＝3のとき，y＝ だから，

yの変域は です。

※　1次関数の変域を求めるときには，そのグラフが右上がりの直線なのか，右下がり
の直線なのかを考えてから，求めましょう。
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関数の変域…yがxの関数であり，xの値が変化できる範囲があるとき，xの値の範囲をxの変域，x

の変域によって決まるyの値の範囲をyの変域という。

空所をうめよう

1次関数y＝ax＋bのグラフは，比例のグラフy＝axを，y軸の正の方向にb平行移動した直線にな
る。この直線を，直線y＝ax＋bといい，aを直線の傾き，bを切片という。

空所をうめよう

学習日　　　／　　　1次関数の基礎

1-2 1次関数のグラフと変域
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Q 3 練習しよう

□⑴　右の図1の㋐は，比例のグラフです。
□①　㋐のグラフの式を求めましょう。

 〔　　　　　　　　〕
□②　㋐のグラフを，y軸の正の方向に2平行移動した

グラフをかき，その式を答えましょう。

 〔　　　　　　　　〕
□③　㋐のグラフを，y軸の負の方向に2平行移動した

グラフをかき，その式を答えましょう。

 〔　　　　　　　　〕
□⑵　次の1次関数のグラフを，右の図2にかきましょう。
□①　y＝x＋5

□②　y＝ 1―2 x－3

□③　y＝－x＋5

□④　y＝－ 3―4 x－3

□⑶　次の問いに答えましょう。
□①　⑵②のy＝ 1―2 x－3のグラフ上の点で，x座標が12である点のy座標を求めましょう。
また，y座標が－9である点のx座標を求めましょう。

 y座標〔　　　　　　〕　x座標〔　　　　　　〕
□②　⑵④のy＝－ 3―4 x－3のグラフ上の点で，x座標が－10である点のy座標を求めましょ

う。また，y座標が5である点のx座標を求めましょう。
y座標〔　　　　　　〕　x座標〔　　　　　　〕

⑶　グラフの式に，座標の値を代入しよう。

□⑴　1次関数y＝2x－6において，xの変域が次のときのyの変域を求めましょう。
□①　3≦x≦6 □②　－5≦x≦8

 〔　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　〕
□⑵　xの変域が－8≦x≦1のとき，次の1次関数のyの変域を求めましょう。
□①　y＝ 1―4 x＋2 □②　y＝－5x＋3

 〔　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　〕
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Q 4 練習しよう

1次関数のグラフは直線になることを知り，グラフのかき方を学習します。

また，1次関数の変域について，変化の割合が正のときと負のときとのちがいを理解しましょう。
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